
～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○稲 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本 日は 、昨日 に引 き 続き、 会派 自由 創政に よる 関連質 問を 行っ

ていただきます。

初めに、岩﨑議員。

〔岩﨑議員質問席へ〕

○岩 﨑議 員 改 めま し て、お はよ うご ざいま す。 私は、 会派 自由

創政 、や る気、 元気 、 岩﨑で ござ いま す。本 日も 力いっ ぱい 頑張

ってまいりたいと思います。

昨 日の 会派自 由創 政 、戸田 議員 の代 表質問 に関 連いた しま して、

私は 新商 都米子 のま ち づくり ２０ ２３ の進捗 、こ れにつ いて 関連

いた しま して、 歩い て 楽しい まち づく りの推 進、 まちな か居 住の

整備 と空 き家対 策に つ いて、 さら に、 コンパ クト ・プラ ス・ ネッ

トワ ーク のまち づく り につい て、 これ に関連 いた しまし て、 米子

市立 地適 正化計 画の 進 捗につ いて 、以 上、大 要３ 点を質 問さ せて

いた だき たいと 存じ ま す。ど うぞ 明快 なる答 弁を よろし くお 願い

申し上げます。早速参ります。

ま ず、 代表、 戸田 議 員のほ うか らも ござい まし たが、 かわ まち

づく り計 画につ いて 、 このか わま ち広 場整備 の進 捗状況 と課 題に

つい て、 改めて 問う て みたい と思 いま す。よ ろし くお願 いし ます。

○稲田議長 深田文化観光局長。

○深 田文 化観光 局長 かわま ち広 場の 進捗状 況と 課題に つい てで

ござ いま すが、 かわ ま ち広場 の整 備に つきま して は、本 市の 施工



場所 の用 地買収 を完 了 したと ころ でご ざいま して 、工事 につ きま

して は、 資材入 荷の 遅 れによ る国 の工 期変更 に伴 いまし て、 本市

の工 事も 工期延 伸と な り、完 成は 令和 ７年度 末に なる見 込み でご

ざいます。

課 題と いたし まし て は、整 備後 の活 用であ ると 考えて おり まし

て、 地域 住民や 観光 客 の方々 が中 海の 豊かな 自然 に親し むこ との

でき る憩 いの場 所や た たずめ る場 所と して利 用い ただけ るよ うな

ＰＲなどを考えてまいりたいと存じます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ のか わ まち広 場計 画に ついて です が、歩 いて 楽し

いま ちづ くり、 そし て 、この ウォ ーカ ブル推 進事 業の米 子港 、城

下町 周辺 エリア 、こ れ につい ての かわ まち広 場整 備にな って ござ

いま すが 、ここ で言 わ れるの は、 歴史 、文化 の町 並みや 貴重 な親

水空 間を 生かし た、 歩 いて楽 しい まち づくり の推 進イメ ージ を、

これについて伺っておきたいと思います。

ま た、 今後こ の貴 重 な空間 を生 かし て、誰 がど のよう なイ メー

ジで推進を図られるのか、問うてみたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 米子港 周辺 のま ちづく りの 推進に つき まし

ては 、か わまち づく り で整備 をい たし ます芝 生広 場、こ れを 拠点

とし て、 日本遺 産に 認 定され まし た地 蔵信仰 です とか、 加茂 川遊

覧船 を生 かした 町家 が 多く残 る下 町、 そして お寺 が並ぶ 寺町 や米

子城 跡、 それら を回 遊 しても らう 、歩 いて楽 しい まちづ くり とい

うも のを イメー ジし て いると ころ でご ざいま す。 なお、 具体 的な

内容 につ きまし ては 、 今後検 討し てい くとい うこ とにな ると 思い



ます。

次 に、 どのよ うな イ メージ で誰 が推 進を図 られ るのか とい うお

尋ね でご ざいま すけ ど も、今 後の 推進 体制の イメ ージ、 あく まで

もイ メー ジでご ざい ま すが、 市民 の皆 さんは もと より、 民間 事業

者、 地元 の関係 者、 例 えば、 具体 的に 申し上 げま すと米 子観 光ま

ちづ くり 公社な ど、 多 様な関 係者 の皆 さんと 連携 を図る こと が必

要に なっ てくる のか な と考え てお りま す。今 後、 具体的 な内 容を

検討 して いく中 で、 推 進体制 につ きま しても 併せ て検討 して いき

たいと考えております。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 私 がこ の 質問を 取り 上げ た経過 でご ざいま すけ ども、

やは り、 形とし ては 米 子港の 跡地 に国 のほう が親 水護岸 整備 を現

在、 行っ ていた だい て おりま す。 また 、その 後、 県でも 工事 をや

られ る、 国の工 事が 若 干遅れ てる から 、市は ちょ っと遅 れぎ みだ

けれ ども 、その 後に 広 場整備 に入 って いかれ ると いうこ とで 伺っ

てお りま すが、 そし て また、 あち らの 米子港 の民 間でや られ る大

きな ウオ ーター フロ ン トのプ ロジ ェク ト、こ ちら も動か しつ つあ

ると いう ことで 、ま だ 計画は 上が って ないよ うで すけど も、 そこ

ら辺 を全 体的に イメ ー ジして いく と、 非常に 歩い て楽し いま ちづ

くりの一つの核になる施設だというふうに思っております。

特 にあ そこの は、 や っぱり 親水 公園 という か、 水に親 しん で、

歩き なが ら、ま た水 辺 も散策 でき るよ うな、 そう いうル ート 設定

なん かも 絶対に 必要 に なって きま すん で、前 議会 、１２ 月議 会も

この こと にちょ っと 触 れまし たけ ども 、ぜひ とも 、今後 も注 視し

てい きた いと思 いま す ので、 推進 した 後にき ちん と米子 市が 民間、



市民 と、 あるい はそ の 団体等 とも 一緒 になっ て、 本当に 楽し いま

ちづくりを仕上げていってほしいなと思います。

ま た、 イメー ジと し て、こ れは 要望 ですけ ども 、例え ば加 茂川

遊覧 を、 中海で 出ま し た、あ るい はシ ーカヤ ック とかそ うい った

もの で中 海を遊 覧し な がら、 米子 城跡 の深浦 地区 とか、 ある いは

ビッ グシ ップの ほう 、 ずっと 入っ てい って、 全体 的に水 辺を 楽し

んで いた だける よう な 、そう いう 空間 になっ てい くと非 常に 楽し

いも のが できる んじ ゃ ないか なと 思っ ており ます ので、 ぜひ とも

よろしくお願いしたいと思います。

こ れの 項につ いて 、 もう１ 点だ け、 先ほど ちょ っと触 れま した

けど も、 ウオー ター フ ロント プロ ジェ クト、 これ につい ては 、事

業実 施計 画の質 問は 一 応した んで すけ ども、 聞き 取りの 中で 分か

りま した のは、 まだ ま だちょ っと 出来 上がっ てな いんだ と、 本来

１２ 月頃 に一応 、提 出 する予 定だ った けど、 ちょ っと遅 れぎ みに

なっ てる んじゃ ない か なと思 いま すけ れども 、こ のウオ ータ ーフ

ロン トプ ロジェ クト に ついて 、現 時点 で何か 分か る範囲 があ りま

したら、ちょっとお示しいただきたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 米子港 のウ オー ターフ ロン トプロ ジェ クト

につ いて のお尋 ねで ご ざいま すが 、先 ほど議 員さ んも言 われ たと

おり でご ざいま して 、 現時点 で具 体的 なこと とい うのは 、こ の場

で御報告するような段階ではないというふうに考えております。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 で は、 続 きまし て、 続い て、進 んで まいり ます 。歩

いて 楽し いまち づく り につい てで すが 、ちょ こち ょここ の議 場で



も言 葉と しては 出ま す がほこ みち 制度 、ほこ みち 制度の 導入 、こ

れに つい ての状 況と 、 あるい は見 えて きた課 題等 々につ いて もお

示しをいただきたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ほこみ ち制 度の 実績と 、そ れから 見え てき

た課 題と いうこ とに つ いてで ござ いま す。歩 行者 利用増 進道 路、

通称 ほこ みちと いう こ とです けど も、 この導 入実 績につ きま して

は、 令和 ５年７ 月に 市 道米子 駅目 久美 町線を 指定 してい ると ころ

でご ざい ます。 今後 の 指定に つき まし ては、 元町 商店街 の市 道元

町通り線などの路線を検討しているところでございます。

ほ こみ ち制度 の課 題 につき まし ては 、沿道 の事 業者に 制度 を活

用し てい ただき 、に ぎ わいの 創出 を図 ってい ただ くこと と認 識し

ておるところでございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ れに ち ょっと 関連 して 、分か る範 囲でい いで すか

らお 答え くださ い。 沿 道の事 業者 に制 度を活 用し ていた だき 、も

ちろ ん事 業者が ちゃ ん と張り つい てき て、例 えば キッチ ンカ ーと

か、 例え ば商店 の軒 先 を使っ てと いう ような 形で 、民間 がし っか

りと にぎ わいを 創出 し ていく 、こ れが 一つの 大き な目的 では ある

と思 いま すが、 現時 点 でその 進捗 とい うか、 その 推進、 どの よう

に図られているのかお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 先ほど 都市 整備 部長が 答弁 させて いた だき

まし たよ うに、 ほこ み ち制度 につ きま しては これ からだ とい うふ

うに 考え ており ます が 、一つ には 、本 市がこ うい う制度 を設 けて



そう いう 整備を する よ という こと にな れば、 やは り民間 の事 業者

の皆 様方 からは まち づ くりに 対す る期 待感と いう のがど んど んど

んど ん今 、上が って き てるの かな とい うふう に考 えてお りま す。

それ で、 やはり 、ま ち づくり にお いて は、こ の期 待感こ そが 非常

に重 要で あるか なと 思 ってお りま して 、今後 もそ ういう 民間 の皆

さん がぜ ひとも 出て い きたい なと 思え るよう な後 押しを 私ど もと

して も考 えてい かな け ればな らな いか なとい うふ うに思 って おり

ます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩﨑議員 ぜひともよろしくお願いしたいと思います。

次 に参 ります 。ほ こ みち制 度と 若干 関連し てく るとは 思い ます

が、 街路 空間再 構築 ・ 利活用 とい うも のがご ざい ます。 これ は国

交省 のほ うが歩 行者 中 心のま ち、 街路 を目指 した 街路空 間の 再構

築や 官民 連携に よる 沿 道や地 域と 一体 となっ た街 路空間 の利 活用

を図 る、 これを 目的 と されて 、一 応、 推進さ れて いると いう こと

でご ざい ます。 この 街 路空間 再構 築・ 利活用 、こ れの米 子市 、本

市の導入についての状況と課題についてお尋ねします。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 街路空 間の この 再構築 につ きまし ては 、現

在完 成し た路線 とい う ものは ござ いま せんけ れど も、市 道米 子駅

目久 美町 線です とか 、 市道冨 士見 町南 東倉吉 線な どで車 中心 から

歩行 者中 心への 空間 へ 改変す るた め歩 道部分 を広 げると 、そ うい

うこととしております。

こ の利 活用に つき ま しては 、先 ほど の市道 米子 駅目久 美町 線で

広げ た歩 道部分 の一 部 を活用 でき るよ うに、 先ほ ど答弁 いた しま



した けど も、令 和５ 年 の４月 にほ こみ ちを指 定し たとこ ろで ござ

いま す。 引き続 き、 そ の他の 路線 でも にぎわ いの 創出の ため ほこ

みち 制度 の導入 と、 そ れを地 元関 係者 の皆さ んと 協議を しな がら、

これについても検討していきたいというふうに考えております。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 分 かり ま した。 この ほこ みち制 度と か、こ うい った

新し い制 度がご ざい ま す。ぜ ひと も、 歩いて 楽し いまち づく りを

推進 する に当た って は 広く、 いろ いろ その可 能性 のある 道路 もあ

ると 思い ます。 今後 そ ういっ たこ とも 視野に 入れ ながら 、広 く市

民に 情報 提供お 願い し たいな と思 いま す。そ して 、最終 的に は、

民間 が張 りつい てき た り、い ろい ろに ぎわい 創出 がかな えば 、本

当に 楽し い空間 にな っ ていく のか なと いうふ うに 思いま すの で、

これを要望しておきたいと思います。

続 きま して、 新商 都 米子の まち づく り２０ ２３ に載せ てあ りま

すよ う、 今後の まち づ くりの 施策 で検 討すべ き課 題につ いて 、現

在までの検討状況と検討スケジュールについて伺います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 新商都 米子 のま ちづく り２ ０２３ の検 討す

べき 課題 につい ての お 尋ねで ござ いま すが、 新商 都米子 のま ちづ

くり ２０ ２３の 今後 検 討すべ き課 題に つきま して は、当 たり 前の

話で ござ います けど も 、まち づく りな どの状 況を 踏まえ て、 必要

に応 じて 検討す るも の として 、現 在、 いろい ろな ものを 上げ てい

るところでございます。

現 在ま での検 討状 況 につき まし ては 、土地 利用 の見直 しの 検討

につ きま しては 、令 和 ２年に 米子 港周 辺の用 途地 域を米 子ベ イ・



ウオ ータ ーフロ ント 計 画に合 わせ て変 更した とこ ろでご ざい ます

し、 また まちな かの 移 住施策 の検 討に つきま して は、令 和５ 年３

月に 立地 適正化 計画 を 作成し 、今 後の まちづ くり を見な がら 、こ

の移 住施 策の研 究を 進 めるこ とと して おりま す。 また、 自然 災害

に対 する 安全性 の向 上 の検討 につ きま しては 、こ の立地 適正 化計

画を 作成 するに 当た り 、流域 治水 プロ ジェク トと 連携し なが ら取

り組 んで いると ころ で ござい ます 。そ の他の 施策 につい ても 、今

後、 まち づくり の状 況 、そし て国 と県 の動向 、こ れも踏 まえ なが

ら、必要に応じて検討することとしているところでございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 い ずれ に いたし まし ても 、ほこ みち もちょ っと 触れ

られ まし たが、 これ は 本当に これ から の事業 でご ざいま す。 今よ

うや く芽 吹いて きて 、 いろい ろ事 が動 きつつ ある という こと でご

ざい ます ので、 しっ か りとそ の課 題に 対応し てい きまし て、 本当

に皆 が分 かりや すい よ うに、 市民 の方 が本当 に歩 いて楽 しめ るよ

うに 、あ るいは 、コ ン パクト ・プ ラス ・ネッ トワ ークに もつ なが

ってまいりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

続 いて の大項 目、 ま ちなか 居住 の整 備と空 き家 対策に つい て質

問いたしたいと思います。

ま ず最 初に、 優良 建 築物等 整備 事業 の導入 につ いてで ござ いま

す。 これ は、私 から 申 し上げ ます と、 市街地 の環 境の整 備改 善、

良好 な市 街地住 宅の 供 給、防 災拠 点の 整備等 を図 るため 、土 地の

利用 の共 同化、 高度 化 等に寄 与す る優 良な建 築物 等の整 備に 対し

て国 と市 がその 事業 費 の一部 を補 助す るもの で、 イメー ジと して

は２ 人以 上の地 権者 、 要は地 権者 がい っぱい いる いろん な町 なか



のそ うい う住宅 等の ２ 人以上 の敷 地を 共同化 して 建築物 、大 きな

建築 物を 整備し てい く 事業、 そう いっ たイメ ージ でござ いま す。

この 優良 建築物 につ い ての現 在の 取組 状況、 導入 実績、 今後 の課

題等について、御説明を願いたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 優良建 築物 等整 備事業 の導 入、取 組、 課題

とい うお 尋ねで ござ い ます。 この 事業 につき まし ては、 令和 ３年

４月 から 事業を 導入 、 募集を 開始 して おりま すが 、現時 点で の相

談は ない という とこ ろ でござ いま す。 それが 課題 という こと で捉

えて おり まして 、米 子 市のホ ーム ペー ジ等で 周知 を図っ てお りま

すが、引き続き周知に努めていきたいと存じます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 国 、あ る いは県 、市 、そ ういっ た補 助メニ ュー もご

ざい ます ので、 これ は いい事 業だ と思 います 。今 現在、 例え ば中

心市 街地 のこと を思 っ てくだ さい 。い ろいろ やっ ぱりそ うい う住

宅の ほう をいろ いろ 改 修等を 考え てお られる こと かもし れま せん。

いろ んな 方もい らっ し ゃると 思い ます が、こ うい うふう に大 きな、

例え ば集 合化を 図る と か、そ うい った 案件と いう のは進 める べき

なん じゃ ないか なと 、 少なく とも そう いうメ ニュ ーは米 子市 は持

って ます んで、 広く 周 知をし てい ただ きたい 。今 のとこ ろ導 入実

績な り、 この相 談案 件 もない とい うこ となの で、 かれこ れも う１

年近 くに なりま す。 ち ょっと それ じゃ あ、な かな か目的 が達 成で

きて ませ ん。そ こら 辺 は多く 反省 をし ていた だい て、ま たし っか

りと 事業 推進を 図っ て いただ く、 また 図るた めに はどう した らい

いか 、い ろいろ 検討 し ていた だき たい という こと を強く 要望 して



おきたいと思います。

で は、 次に参 りま す 。大規 模集 客施 設制限 の緩 和につ いて とい

うこ とで ござい ます 。 これは 、準 工業 地域で ある 大規模 集客 施設

制限 地区 におい て、 中 心市街 地活 性化 基本計 画の 認定要 件を 満た

すた め、 大規模 集客 施 設の建 築を 規制 してい まし たが、 令和 ３年

３月 、こ れの計 画期 間 が終了 とな った ことを 契機 に、中 心市 街地

エリ アを より広 く捉 え 、町な かの さら なる活 性化 に向け たま ちづ

くり を推 進する ため に 、中心 市街 地と 近接し てい る地区 にお いて

当該 規制 を緩和 する も の、大 規模 集客 施設と いう のは劇 場だ とか

映画 館だ とか観 覧場 、 店舗、 飲食 店、 展示場 、遊 技場、 そう いっ

たこ と、 広く捉 える こ とがで きま すし 、私の 思い は、や はり これ

はす ごく いい事 業だ と 思って おり ます 。歩い て楽 しいま ちづ くり

を推 進す るに当 たっ て は必ず その 場そ の場、 その 土地柄 の中 で拠

点施 設と いうの は一 つ 、絶対 必要 だと 思いま す。 拠点の 施設 に大

型集 客施 設があ れば 、 そこは 必ず にぎ わって くる という 、そ うい

う仕 掛け もでき るわ け でござ いま すの で、大 変期 待して おり ます

が、 これ につい ての 現 時点で 規制 緩和 をされ たわ けです けど も、

その 後の 状況と か、 そ の後の 、ど うい う効果 があ ったと か、 そう

いったことについてお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 大規模 集客 施設 の制限 の緩 和につ いて でご

ざい ます けども 、現 在 この当 該緩 和に より許 可を された 実績 とい

うも のは ござい ませ ん 。しか しな がら 、この 当該 緩和後 に民 間事

業者 の皆 さんか らは 具 体的な 相談 があ ったり 、そ れはこ れま で例

外な く許 可でき なか っ た案件 、こ れに ついて 相談 をして いた だけ



るよ うに なった 、あ る 種の期 待感 を持 ってい ただ いてい ると いう

のが現時点での効果だというふうに捉えております。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 現 時点 で 効果を 捉え てい ると、 効果 で捉え てい ると

いう こと ござい ます 。 相談案 件は あっ たとい うこ とでご ざい ます

ので 、ぜ ひ、こ れも 一 つの切 り札 とい うか、 米子 市もい っぱ いカ

ード 持っ てるわ けで す けども 、市 長が 推進さ れる この歩 いて 楽し

いま ちづ くりを 何と し ても市 民と 共有 して、 いい まちづ くり に仕

上げていきたいなと考えておるところでございます。

そ うい たしま すと 、 次に、 もう １点 、この 項の もう１ 点で ござ

いま すが 、まち なか 居 住の整 備と 空き 家につ いて 質問し たい と思

います。

空 き家 数、現 時点 の 中心市 街地 の空 き家数 と空 き家率 の推 移に

ついてお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 空き家 数と 空き 家率の 推移 につい てで ござ

いま す。 空き家 数と 空 き家率 につ きま しては 、令 和４年 度か ら５

年度 にか けて実 施い た しまし た空 き家 実態調 査に よりま すと 、市

内中 心部 ４地区 にお き まして は、 まず 啓成地 区、 空き家 数が ４５

８戸 、空 き家率 が１ 2.４ ％ 、 明 道 地 区 、 同 ２ ５ ９ 戸 、 率 が 9.１ ％、

就 将 地 区 に お き ま し て は １ ９ ７戸 、率 が 5.９ ％ 、 義 方 地 区 に お き

ま し て ４ ３ １ 戸 、 率 が 8.２ ％ で ご ざ い ま す 。 推 移 に つ い て は 、 把

握していないところでございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 調 査し た 結果、 中心 市街 地、特 に啓 成校区 ４５ ８戸、



１ 2.４ ％ 、 ち ょ っ と び っ く り し た 数 字 な んで すけ ど、本 当に 多い

です ね。 先ほど ちょ っ と触れ まし たよ うに、 例え ば優良 建築 物等

整備 事業 、そう いっ た ことも ぜひ とも 米子市 はこ ういう メニ ュー

もご ざい ますよ と、 い ろいろ やっ ぱり 地域と 一緒 になっ て考 えて

いく チャ ンスだ と思 い ます。 チャ ンス と言っ たら 大変失 礼な 話か

も分 から んです けど 、 現時点 で空 き家 が多い とい うのは 本当 に、

全市 的に も本当 に問 題 であり ます が、 そうい った ことの 解消 のた

めに 、い ろんな カー ド もござ いま すの で、よ ろし くお願 いし たい

なと 、ぜ ひとも その 解 消に向 けて 取り 組んで いた だきた いと いう

ことを強く要望しておきたいと思います。

今 まで ずっと るる 述 べてま いり まし たのは 新商 都米子 のま ちづ

くり ２０ ２３、 これ の 特に町 なか の施 策につ いて るる説 明を 求め

てま いり ました し、 質 問して まい りま した。 郊外 の施策 につ いて

は、 また 後ほど やっ て いきた いと 思い ます、 次の 議会に でも やっ

てい きた いと思 いま す が。こ の町 なか の施策 、い ろいろ 本当 にわ

くわ くす るよう な事 業 がちゃ んと ある わけで ござ います ので 、何

とか成就したいなと思っております。

と ころ で、部 長、 新 商都米 子の まち づくり ２０ ２３と いう こと

です から 、恐ら く２ ０ ２４も ある んじ ゃない かな と思っ てお りま

すが 、実 はもっ とも っ と期待 をし て、 ちょっ とこ の質問 突然 です

が、してみたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 新商都 米子 のま ちづく り、 よく使 って いた

だき まし て、感 謝を 申 し上げ たい と思 います が、 これに つき まし

ては 毎年 つくる とい う のが副 市長 から の至上 命題 でござ いま すの



で、 この たびの 委員 会 で２０ ２４ につ いての お話 をさせ てい ただ

く予定にしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 副 市長 、 今、名 前が 出ま したね 。２ ０２４ が副 市長、

どう も毎 年やら ない け んと強 く言 われ たみた いで すので 、私 はす

ごい なと 思いま した 。 逆に感 謝し たい なと思 いま す。こ うい うの

やっ ぱり 成果を 必ず 出 しなが ら、 確認 し合い なが ら、年 々進 化し

てい くと いうの がも う 常套手 段、 いい 方向性 だと 思いま すの で、

せっ かく ですか ら、 副 市長、 ２０ ２４ に向け て、 ちょっ とこ うい

う課 題を 持って るん だ とか、 そう いう 試案が ござ いまし たら お示

しいただきたいと思います。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 今、 部 長が言 いま した けど、 当然 、私が とい うよ

りは 市長 が指示 をし て おりま すの で、 ここは 訂正 をさせ てい ただ

きます。

で きる だけま ちづ く りをし っか り市 長の下 で進 めると いう こと、

それ を議 会の皆 様は 当 然であ りま すが 、市民 の皆 様とそ の方 向性

を共有しながらやりたいということであります。

課 題を あえて 申し 上 げます と、 毎年 毎年、 した がって バー ジョ

ンア ップ してい くん で すけど 、い ろん な会議 の場 面等で も御 指摘

いた だい ており ます が 、今ど うし ても 事業マ ター の、こ この 道路

を直 しま す、こ この 道 路に今 度か かり ますと いう ような こと を中

心に 書か せてい ただ い ている んで すけ ど、い わゆ るビジ ョン とい

いま しょ うか、 それ で 将来ど んな 人の 流れが 生ま れるこ とを 想定

して るの か、そ の結 果 、まち がど う変 わって いく のかと いう こと



が、 事業 マター のも の を並べ るだ けで はなか なか ちょっ とイ メー

ジし づら いとい うこ と 、今日 の岩 﨑議 員の御 質問 の中に もそ うい

う趣 旨の 御質問 があ っ たよう な気 がし て今聞 いて おりま した けど

も、 そう いうよ うな も のをで きる だけ 、これ も見 えやす くと いい

まし ょう か、分 かり や すく表 現す ると いうの が言 うほど 簡単 でな

いと ころ もあり ます の で、そ うい った 課題が ある という こと は頭

に置 きな がら、 事業 の 積み重 ねの 先に 何があ るの かなと いう こと

をで きる だけ分 かり や すいよ うな 形で 表現す るこ とも今 後の 課題

とし て工 夫でき ない か 、考え てみ たい という ふう には思 って おり

ます が、 恐らく 今回 お 示しす るも のは 、従来 のも ののバ ージ ョン

アップというところになると思っております。以上です。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 あ りが と うござ いま した 。当然 の答 弁を求 めた わけ

でご ざい ますが 、本 当 にいろ いろ 期待 をして おき たいと 思い ます。

これ まで もこの 新商 都 米子の まち づく り２０ ２３ 、随分 とい ろい

ろ取 り上 げてき てま い りまし たけ れど も、さ らに バージ ョン アッ

プし て、 市民の 皆さ ん と共有 でき て、 分かり やす いよう にこ のま

ちづ くり を進め てい く という こと は大 変よろ しい ことだ と思 いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。

そ れで は、大 項目 、 一つ替 わり ます が、立 地適 正化計 画の 概要

につ いて ですが 、立 地 適正化 計画 とい うのは 、私 のほう から も申

し上 げま すが、 平成 ２ ６年８ 月、 都市 再生特 別措 置法の 改正 によ

り制 度化 された 計画 。 これは 、コ ンパ クト・ プラ ス・ネ ット ワー

クの 都市 構造を 目指 し 、居住 機能 や福 祉・医 療・ 商業等 の都 市機

能の 立地 、公共 交通 の 充実等 に関 する 包括的 なマ スター プラ ンと



いう こと でござ いま す 。立地 適正 化計 画につ いて 、ただ いま から

質問 して まいり たい と 思いま すが 、そ の中で 災害 リスク 、こ の言

葉が 出て まいり まし た 。災害 リス クの 課題整 理、 これに つい ての

取組の状況を伺ってみたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 立 地適 正 化計画 にお けま す災害 リス クの課 題の 整理

でご ざい ますが 、議 員 御指摘 のと おり 、米子 市に おける この 立地

適正 化計 画につ きま し ては、 この 防災 指針を 含め たもの とい たし

まし て、 昨年の ３月 に 策定を した とこ ろでご ざい ます。 計画 の策

定に 当た りまし て、 災 害リス クに つき まして は、 市街化 区域 の大

半に 洪水 による 浸水 リ スクが 想定 され ていま して 、特に 災害 リス

クの 高い 地区に つき ま しては 、洪 水時 の浸水 深が ３メー トル 以上

のお それ のある 市街 地 が存在 する など 、課題 を整 理した とこ ろで

ございます。

取 組に つきま して は 、防災 まち づく りの将 来像 に向け まし てハ

ード 対策 、ソフ ト対 策 を含め た総 合的 な取組 を進 めてい ると ころ

でございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ こで 本 当に、 市民 も今 、能登 半島 等の大 地震 にも

触れ なが ら、い ろい ろ 今後の 災害 リス クとい うの も、改 めて いろ

いろ 今後 も出て くる と 思いま す。 例え ばこの 洪水 とか浸 水を 想定

した 場合 という こと で 、これ まで もい ろいろ 課題 を整理 して こら

れた わけ でござ いま す 。まち づく りの 中でと って も重要 なこ とで

すの で、 引き続 き、 例 えば津 波に つい てとか 、新 たな知 見と いう

か、 そう いった もの も 今後出 てく るん じゃな いか なと思 いま すの



で、 いろ いろ私 ども も 注視し なが ら、 洪水被 害と かそう いっ た全

般的 にそ ういう 震災 に 対して の備 えを 取り組 んで まいり たい なと

いうふうに思いました。

続 きま して、 居住 誘 導施策 の進 捗状 況、そ れと 課題に つい て伺

ってみたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 居住誘 導施 策の 進捗状 況と 課題に つい ての

お尋 ねで ござい ます が 、まず 、居 住誘 導とい いま すのは 、こ の人

口減 少下 にあっ ても 、 一定の エリ アに おいて はこ の人口 密度 を維

持す るこ とによ って 生 活サー ビス です とかコ ミュ ニティ が持 続的

に確 保さ れるよ う居 住 を緩や かに 誘導 するこ とで ござい ます 。本

市の 立地 適正化 計画 に おきま して は、 施策の 進捗 状況や 効果 を定

量的 に把 握する ため に 目標指 標及 び目 標値を 設定 してお りま して、

居住 誘導 に関す る目 標 設定に つき まし ては、 ２０ 年後に つき まし

ても 居住 誘導区 域の 人 口密度 とい うの が現在 と同 程度に なる こと

とし て、 誘導施 策に 取 り組ん でい ると ころで ござ います 。し たが

いま して 、おお むね ５ 年後目 安と して おりま すが 、この 施策 の進

捗状 況、 指標の 達成 状 況など を今 後把 握、検 証い たしま して 、こ

の評 価を してい ただ い た上で 改め て計 画に反 映す ること とし てい

るところでございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ こで ち ょっと 一つ 振り 返りま すと 、この 答弁 でも

あり まし たよう に空 き 家率の 問題 、中 心市街 地の 空き家 率の 問題

とい うの は、大 きな 問 題であ りま す。 まさに この 居住誘 導施 策、

これ につ いて、 その 空 き家率 をど うし ていく か、 空き家 をど うし



てい くか とか、 そう い った課 題が ある んじゃ ない かなと 思い ます。

おお むね ５年を 目安 と して施 策の 進捗 状況や 達成 状況、 これ を把

握、 検証 すると いう こ とでご ざい まし たので 、こ れもこ れか らな

んだ ろう けども 、先 ほ ども申 し上 げた とおり 、本 当にこ れは もう、

ちょ っと もう待 った な しの状 況だ なと いうふ うに も思っ てお りま

すの で、 全庁を 挙げ て この辺 の推 進を 図って いか れたい 、も っと

強化 され たいな とい う ふうに 思い ます ので、 よろ しくお 願い した

いと思います。

続 きま して、 同じ く 立地適 正化 の中 で都市 機能 誘導施 策の 進捗

状況、これについて、課題等も含めてお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 都市機 能誘 導施 策の進 捗状 況と課 題に つい

てで ござ います けど も 、まず 、都 市機 能の誘 導と いいま すの は、

医療 ・福 祉・商 業等 の 各種サ ービ スの 効率的 な提 供を図 ると いう

こと を目 的に、 これ ら の都市 機能 をま ちの中 心拠 点や生 活の 拠点

に誘 導し 集約す ると い うこと でご ざい ます。 都市 機能誘 導に 関し

まし ても 、居住 誘導 と 同様に 目標 指標 及び目 標値 を設定 して おり

まし て、 目標の 設定 に つきま して は誘 導施策 の新 築、改 築軒 数が

２０ 年後 までで ７件 以 上、そ して 、中 心市街 地に おける 歩行 者等

の通 行量 を現況 から 横 ばい程 度と して 誘導施 策に 取り組 んで いき

たいというふうに考えているところでございます。

そ して 、具体 的な 施 策とい たし まし ては、 この 誘導区 域内 にお

いて 、大 学及び 専門 学 校が開 設ま たは 学部、 学科 が新設 され た際

に、 在籍 する生 徒数 に 応じて 補助 金を 支給す ると いうよ うな 、都

市機 能誘 導区域 の支 援 事業を この たび の予算 案と して提 案さ せて



いただいているというところでございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ の最 後 の説明 でご ざい ました が、 大学及 び専 門学

校が 開設 または 学部 、 学科が 新設 され た際に 、在 籍する 生徒 数に

応じ た補 助金を 支給 す る、そ うい った ことも 今議 会予算 案で 提案

する とい うこと でご ざ いまし たの で、 ある程 度そ の方向 性は 出て

るの かな と思い ます が 、現時 点で は何 かそう いっ たその 動き はご

ざいますでしょうか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 現時点 での 動き でござ いま すが、 先ほ どの

専門 学校 等の補 助金 を 予算化 する とい うのは 、そ ういう 動き があ

ると いう ことで ござ い ますし 、あ と、 都市機 能誘 導施設 で、 例え

ば今 の米 子アリ ーナ も その動 きで ござ います し、 そうい うよ うな

動きはこれからも出てくるものというふうに考えております。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 立 地適 正 化計画 の中 で、 柱の一 つが 住宅居 住と 、そ

の後 は都 市機能 の誘 導 施策、 それ と交 通施策 とい うこと にな るわ

けで ござ います が、 続 きまし ては 、交 通ネッ トワ ーク、 これ に関

する施策の進捗状況と課題についてお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の立 地 適正化 計画 の中 におけ る交 通ネッ トワ ーク

に関 する 、その 進捗 状 況でご ざい ます 。町な かの 都市機 能誘 導区

域に おき まして は、 だ んだん バス の新 しいコ ース の運行 開始 をい

たし まし た。ま た、 郊 外エリ アを 含め ました 居住 誘導区 域に おき

まし ては 、バス 路線 の 再編作 業を 進め ている とこ ろでご ざい まし



て、 弓浜 地区に おき ま しては コミ ュニ ティバ スの 実証実 験を 来年

度、予定しているところでございます。

課 題と いたし まし て は、運 転手 不足 ですと か、 あるい は、 いわ

ゆる ２０ ２４問 題な ど 、公共 交通 を取 り巻く 環境 が厳し さを 増し

てい る中 で、よ り効 率 的で持 続可 能な 交通体 系を どのよ うに 構築

していくか、これが課題となってございます。

○稲田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 そ うい た します と、 今、 市長答 弁で もあり まし たと

おり 、よ り効率 的で 持 続可能 な交 通体 系を構 築し ていく とい うこ

とを 課題 と捉え てい る という こと でご ざいま した ので、 私も 全く

その とお りだと 思い ま す。今 議会 でも いろい ろ交 通政策 につ いて

も、 いろ いろこ の本 議 場で議 論が あっ たわけ でご ざいま すが 、ぜ

ひと もま た、新 年度 に 入りま して 、こ の問題 につ いても しっ かり

と取 り組 んでい って い ただき ます よう に強く 要望 いたし まし て、

私か らの 質問は 終わ り たいと 思い ます 。あり がと うござ いま した。


